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(54)【発明の名称】ポリエステル

( 5 7 ) 【要約】

【課題】側鎖にアミノ基を有するポリエステル及びその製造方法の提供。

【解決手段】

（ｉ）ジカルボン酸又はジカルボン酸エステルと、（ i i ）ジオールとを反応させ、保護基

により保護されたアミノ基を側鎖に有するポリエステルを生成することであって、（ｉ）

ジカルボン酸又はジカルボン酸エステル若しくは（ i i ）ジオールの一方、又はその両方が

、前記保護されたアミノ基を側鎖に有すること、前記保護されたアミノ基を側鎖に有する

ポリエステルと、ジイソシアネートとを重合させ、重合体を得ること、及び前記重合体の

、前記側鎖の前記保護されたアミノ基を脱保護し、側鎖にアミノ基を有するポリエステル

を得ることを含む、側鎖にアミノ基を有するポリエステルの製造方法。

【選択図】なし
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